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元気なオタマジャクシにしたいね!　－小学校の施設を活用して－ 年長

　カエルの卵がうまく育たず死んでしまった。「どうしたら
いいかな？」と疑問に思ったことを友達と一緒に図鑑などで
調べ始めました。

・小学校の施設を知り、関心や親しみの気持ちをもつ。
・身近な生き物の変化に気付き、友達と伝え合う。
・疑問に思ったことや知りたいことを小学校の図書室で自分なりに調べる。

　園の図鑑だけでは調べきれずにいたところ、ある子が「お姉ちゃんが
行っている小学校の図書室にはたくさん本があるから行って調べた
い！」と言いました。ナイスアイディア！子どもたちは、隣の学校の校
長先生へお願いの手紙を書くことにしました。
　その思いを実現させるため、教師がタイミングを逃さず小学校と連絡
を取ったところ、校長先生から「ぜひどうぞ」とお返事をいただき、図
書室を利用することになりました。

　図書室では、たくさんの本の中から自分で選んで調べたり、友達と伝
え合ったりする姿が見られた。また校長先生と一緒に給食の準備の様子
や校長室など、校内を見学することもできました。

　子どもたちにとって楽しい経験となり、「また小学校に行ってみたい
ね！」と幼稚園に戻ってから自分たちなりに絵や言葉でお礼の手紙を書
き、後日届けました。
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図書室には調べたい内容の本が多くあり、自
分で選び、調べた内容を友達と伝え合う姿が
あった。
その後、楽器に興味をもった子どもたちが発
案した「音調べ」でも、小学校の音楽室の利
用と本物の楽器に触れる経験につながった。
小学校が「やりたいことを実現できる環境」
の一つとなった。

・

・

育まれている10の姿

ココが良かった!

・幼児の思いや意欲を大切にしながら支えていく。

・幼児の興味が逸れないうちに小学校に連絡を取り、施設
　を利用できるように計画した。

教師の援助

工夫した環境や教材など

どうしたらいいかな…
幼稚園にある本には載ってないね…

元気なオタマジャクシにしたいね。

カエルの本がたくさんあるよ！

　市立幼稚園は札幌市の「研究実践園」
として、幼保小連携・接続に関する実践
を積み重ねています。また、市立幼稚園
の園長は、「区幼児教育コーディネー
ター」として幼児教育センター（教育委
員会）と連携し、区幼保小連携推進協議
会の運営の中心的役割を担っています。
豊富な実践経験をもとに、ご相談に乗っ
たり、望ましい連携や接続についてお伝
えしたりできるでしょう。
　各園では幼児の教育相談も行っていま
す。「支援をつなぐ幼保小連携・接続」
についても分からないことはいつでもお
問合せください。

そうだ、市立幼稚園に聞いてみよう！

▶年度当初に園長と校長が直接話す機会をもち、互いの子ど
もたちの実態や連携を図りたいことなどを伝え合い、その
後、実務担当者同士が連絡を取りやすいよう進めている園・
学校があります。

▶教育・保育活動全般の質問や日程調整が必要なこと、相談
事などは、小学校➡教頭、幼児教育施設➡園長or副園長
or教頭などを窓口として問合せてみると良いでしょう。

▶区幼保小連携推進協議会には、各園・校から連携担当者（担
任外）や実務担当者（担任）が参加します。会の前後や会
の中の交流タイムで困っていることや知りたいことを直接
訊いてみるのも良いでしょう。

園や学校の誰とつながったら良いのかな？

いろいろなつながり方があります

▶札幌市公式ホームページの「教育」のページでは、小・中
学校の通学区域（住所）について公開しています。

▶札幌市子ども未来局が開設する「さっぽろ子育て情報サイ
ト」では、簡単な操作で幼児教育施設や小学校の場所を確
認することができます。

▶小学校では地域の資源や施設、人々について学ぶ学習があ
ります。幼児教育施設では地域に散歩に出かけることも多
いでしょう。顔を合わせたら、まずは挨拶や声掛けを！

札幌市のホームページを活用すると分かります

子どもたちとともに発見することも楽しい！

▶「近隣の施設が分かった」「顔見知りになった」そのあとは、
各施設のホームページを見てみてはいかがでしょうか。園
や学校の教育方針、子どもたちが楽しんでいることや学ん
でいることが分かるでしょう。

園や学校のホームページを見てみよう

地域にはどんな園・学校があるのかな？
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